
がんばろう 日本！
= 被災者支援、災害復旧・復興に全力 =

平成２３年１２月１日（木）
下 館 河 川 事 務 所

記 者 発 表 資 料

「小貝川水害から２５年 ～語り継ごう小貝川の歴史～」
を開催します

昭和６１年８月の台風１０号により、小貝川がはん濫し大きな被害が
発生してから２５年（四半世紀）が経ちました。また、今年は東北地方
太平洋沖地震や台風などにより、全国各地で甚大な被害を受けておりま
す。

当時の状況を振り返り、経験を風化させることなく後世に語り継ぐと
ともに、日頃の防災意識を高めることを目的としたシンポジウムを開催
します。

日時：平成２３年１２月４日（日）９：３０～１２：４５
場所：筑西市総合福祉センター（筑西市小林355番地）
内容：基調講演、パネルディスカッション、

吹奏楽演奏（下館中学校吹奏楽部）、和太鼓演奏（和太鼓こゆき）、
体験コーナー（降雨、地震、自然災害）、展示コーナー

主催：国土交通省関東地方整備局下館河川事務所
共催：筑西市、下妻市、常総市
後援：茨城県、（社）茨城県建設業協会、（社）関東建設弘済会

＜基調講演＞
昭和６１年８月水害後の激甚災害対策特別緊急事業を担当した、元下館工事事務

所長 福田 昌史 氏（現高知工科大学理事）が「昭和６１年 小貝川水害を振り
返って」と題して講演を行います。

＜パネルディスカッション＞
水害の経験から感じたこと、今後の防災等に生かしていきたいことについて昭和

６１年８月水害を経験した方を招いてパネルディスカッションを行います。

発表記者クラブ

竹芝記者ｸﾗﾌﾞ、神奈川建設記者会
茨城県政記者ｸﾗﾌﾞ、栃木県政記者ｸﾗﾌﾞ、筑西市記者ｸﾗﾌﾞ

問い合わせ先

国土交通省 関東地方整備局 下館河川事務所
ＴＥＬ 0296-25-2161（代表）

副所長（技術） 新 名 秀 章 （内線 205）
しんみよう ひであき

調査課長 小 栗 幸 雄 (内線 351）
お ぐ り さ ち お



時間：９：３０～１２：４５
場所：筑西市総合福祉センター

シンポジウム会場

住所：茨城県筑西市小林355番地

【開催内容】
●基調講演：「昭和61年 小貝川水害を振り返って」

福田 昌史（高知工科大学理事）

●パネルディスカッション（過去、そして未来へ）
コデーィネターｰ：下館河川事務所長
パ ネラー：水防団関係者（筑西市、下妻市、常総市）

筑西市住民（救助体験者）、当時の事務所関係者

●下館中学校吹奏楽部による演奏、和太鼓こゆきによる演奏

●体験コーナー：降雨体験車、自然災害体験車、地震体験車

土のう作り・ひも結びコーナー

●展示：パネル展示、アルバム展示

●地元物産展

お問い合わせはお気軽に下記の電話番号まで

国土交通省関東地方整備局下館河川事務所調査課 ☎０２９６-２５-２１７１
主催：国土交通省関東地方整備局下館河川事務所
共催：筑西市、下妻市、常総市
後援：茨城県、(社)茨城県建設業協会、(社)関東建設弘済会

知っていますか？

今から25年前 昭和61年8月に
私たちの小貝川で大きな水害があったことを！

小貝川水害から25年
～語り継ごう小貝川の歴史～

平常時

旧称：下館市大和町地区の水害



小貝川水害から25年
～語り継ごう小貝川の歴史～ Ｈ２３．１２．４(日) ９：３０～１２：４５

テーマ
過去、そして未来へ

コｰディネｰタｰ
・富岡 秀顯 下館河川事務所長
パネラー
・富田 宏司 筑西市消防団副団長
・佐藤 茂 下妻市元消防団長
・沼尻 隆志 常総市消防団長
・渡辺比佐子 筑西市住民
・古澤 諭 筑西市住民
・福田 昌史 当時の事務所関係者

・丸山 泉 当時の事務所関係者
•土のう作り
•ひも結びコーナー
•降雨体験車
•自然災害体験車
•地震体験車

•基 調 講 演
•パネルディスカッション
•吹奏楽･和太鼓演奏

一般駐車場

一般駐車場
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・下館中学校吹奏楽部演奏
・和太鼓こゆき演奏

筑西市総合福祉センター

昭和61年8月の台風10号により、
小貝川が氾濫し大きな被害が発生
してから25年が経ちました。
この記憶を風化させず、これらの
経験を将来に語り継ぐと共に、日
頃の防災意識を高めることを目的
とするシンポジウムを開催します。

講師 福田 昌史
高知工科大学理事
当時下館工事事務所長

1Ｆ

昭和61年8月台風10号による集中豪雨が小貝川流域を襲い、水位がほ
ぼ全川にわたって計画時の基準数値を超え、150年に1回と言われるほど
の出水となりました。被害は下館市（現筑西市）の面積の約4分の1を泥
水の海に変え、下流の下妻市、石下町(現常総市)、水海道市(現常総市)
などにまで及びました。

このような被害がふたたび起きないようにする
ために、直轄河川激甚災害対策特別緊急事業（激
特事業）が行われ、被害の大きかった母子島（は
こじま）地区を遊水地に造成するとともに、その
地区内に点在していた5集落を集団移転し、遊水
地内に新しい町を作るという全国でも初めての改
修事業が行われました。

9:30～10:00 吹奏楽演奏
下館中学校吹奏楽部

10:00～10:20 主催者挨拶
国土交通省下館河川事務所長
筑西市長、下妻市長、常総市長

10:30～11:20 基調講演
『昭和61年 小貝川水害を振り返って』

福田 昌史:高知工科大学理事

11:20～11:40 和太鼓演奏
和太鼓こゆき

11:45～12:45 パネルディスカッション
『過去、そして未来へ』

軒下まで水につかった家

『昭和61年 小貝川水害を振り返って』


